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平成 31 年流山市教育委員会議第 4 回定例会会議録 

 

１ 日 時   平成 31 年 4 月 23 日（火曜日） 

開会  午前 10 時 00 分 

閉会  午前 10 時 50 分 

 

２ 場 所   おおたかの森小学校 会議室 

 

３ 出席委員  教  育  長    後田 博美 

教育長職務代理者 杉浦  明 

委   員    宮田 義則 

委   員    堀内  博 

委   員    割田 由佳 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 傍聴者   なし 

 

６ 出席職員  教育総務部長           菊池 智之 

学校教育部長           前川 秀幸 

        生涯学習部長           飯塚 修司 

教育総務部次長兼教育総務課長   根本 政廣 

学校教育部次長兼学校教育課長   宮本 信一 

生涯学習部次長兼生涯学習課長   中西 直人 

学校施設課長           大塚 昌浩 

指導課長             西村  淳 

スポーツ振興課長         寺門 宏晋 

公民館長             鶴巻 浩二 

図書・博物館長          小栗 信一郎 

         

７ 事務局職員 教育総務課長補佐         川名 健二 

教育総務課庶務係長        矢代  薫 

      教育総務課主任主事        末吉 聡美 
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８ 議案等 

  議案第１６号 流山市通学区域審議会委員の委嘱について 

報告第 ４ 号 臨時代理の報告について（平成３１年４月１日付け流山市教育委員会 

職員（管理職）人事異動内申） 

 

９ 議事の内容 

（開会 午前 10 時 00 分） 

後田教育長 

 

 

 

 

 

後田教育長 

 

 

学校教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまから、平成３１年流山市教育委員会議第４回定例会を開会します。 

まず、平成３１年流山市教育委員会議第３回定例会の会議録をお配りしてお

りますが、ご意見、ご指摘などございますか。 

 

（一部修正の指摘あり） 

 

一部修正のうえ、承認することにいたします。 

それでは、教育長報告をお願いします。 

 

それでは、３月の教育委員会議以降について、ご報告させていただきます。 

① 3/28 新任校長８名、新任教頭８名の着任式を開催しました。また 3/29 に

は、平成３１年度の新規採用教員として、小学校４５名、中学校１３名、養護

教諭１名、事務職員１名、栄養士１名計６１名の着任式を行いました。 

② 4/9 平成３１年度中学校入学式が開催され、１，４９２名（昨年度比＋５

９名）の生徒が、また 4/10 には小学校入学式が開催され、１，９６９名（昨

年度比＋３８名）が入学しました。小中学校全体の児童生徒数は４月１１日現

在、前年度末比で、小学校は４４７名増の１１，３１３名、中学校は８７名増

の４，４３０名、合計１５，７４３名となりました。 

③ 4/11 千葉県市町村教育委員会教育長会議が県教員会館で開催されました。

平成３１年度の千葉県教育委員会の教育方針、学力向上、道徳教育の充実、体

育・スポーツの振興など、知・徳・体のバランスのとれた教育とともに未来に

必要な能力の育成を目指し、各教育施策が示されました。千葉県教育長から、

対話と情報発信を重視した取り組みを行っていきたい旨の挨拶と、９項目の課

題への示達がありました。 

④ 4/15 管内教育長会議が開催され、平成３１年度の東葛飾教育事務所の教育

方針「チーム東葛飾、すべては子どもたちの未来のために！」を中心に、各課

の重点目標についての説明がありました。 
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生涯学習部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 4/18 小中学校における全国学力・学習状況調査が実施されました。今後、

発表される結果をもとに分析を行い、課題の解決にあたっていきたいと考えて

います。 

⑥ 4/19 千葉県都市教育長協議会がポートプラザちばで開催され、平成３０年

度の事業報告及び決算報告、平成３１年度の事業計画及び予算、そして新役員

の選出について協議し、決定しました。 

今後の予定といたしましては、5/14 東葛飾地区教育委員会連絡協議会が、柏

市にて開催されますので、ご予定いただければと思います。 

 

① 4/3 流山市スポーツ推進委員の委嘱状交付式を市役所庁議室で行い、後田

教育長からお一人おひとりに委嘱状が手渡されました。新たに委嘱されたスポ

ーツ推進委員は、男性５名、女性１１名の合計１６名、うち１名が新規の推進

委員で、委嘱の期間は２年間です。スポーツ推進委員の主な職務は、スポーツ

の推進のための事業の実施に係る連絡調整や、市民が行うスポーツの実技指導

の実施などですが、昨年度は特に、女子バレーボールと女子車いすバスケット

ボールのオランダ代表チームとの交流事業において、オランダ選手へのきめ細

かな対応や、スポーツボランティアを取りまとめながらの会場巡回など、多大

な貢献をしていただきました。 

② 4/1 スターツおおたかの森ホールが、観光情報センターとともに正式にオ

ープンいたしました。4/6 には、今後毎月１回のペースで開催いたしますオー

プニングコンサートの第１回目となる「錦織健テノールリサイタル」が行われ

ました。チケットは完売で、錦織さんの伸びやかな歌声と楽しいトークで、約

５００人の観客を魅了しました。コンサート終了後には、錦織さんから「響き

のよい素晴らしいホールですね」とお褒めの言葉をいただきました。４月１日

付け「広報ながれやま」の１面にも掲載いたしましたが、オープニングコンサ

ートは毎月開催してまいりますので、教育委員の皆様にも、ぜひ機会がありま

したらご鑑賞いただきたいと思います。 

③ 4/12 文化会館ホールでゆうゆう大学第１０期の入学式が行われ、学長とし

て教育長が、来賓として市長が出席されました。入学生は６学園合計で３７４

名、平均年齢は７２．５歳でした。１年次の全学園共通の教養科目に続き、２

年次では、６学園それぞれの特色ある学習に取り組んでいかれます。 

④ 4/14 流山６丁目の長流寺で第１６回勇忌が行われました。新選組隊長近藤

勇が流山市に最後の陣を敷いたことから、市民団体がＮＨＫ大河ドラマ「新選

組！」の放送を機に、平成１６年度から毎年行っているもので、当日は近藤勇
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後田教育長 

 

 

杉浦教育長職

務代理者 

 

 

指導課長 

 

 

杉浦教育長職

務代理者 

指導課長 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

学校教育部長 

 

 

 

 

 

 

の子孫の方など約５０人が参列し、勇のご冥福を祈りました。 

 

ただいまの教育長報告に対しまして、質疑、意見等がありましたらお願いし

ます。 

 

全国学力・学習状況調査が行われたとのことですが、英語のスピーキングテ

ストで学校が大変な思いをし、なかには結局試験が成り立たなかった学校もあ

った、という報道がありました。市内の状況はいかがでしたでしょうか。  

 

昨年度からリスニング、スピーキングテストを行っておりますが、今年度も

問題なく行われたということです。 

 

直前の準備等は結構大変だったのですか。 

 

実際問題として、流山市のパソコンは一旦電源を切ると、いろいろ入れてい

るものが初期化されてしまうので、その復元機能を切る等の手順を担当に指示

して進めました。 

 

ほかにご質問はありますか。 

 

（特になし との声あり） 

 

特にないようですので、以上で教育長報告については、終了いたします。 

これより議事に入ります。 

議案第１６号「流山市通学区域審議会委員の委嘱について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

 

（流山市通学区域審議会委員のうち、第２号選出「学校の代表者」１名につ

いて委嘱する旨の説明） 

 

流山市通学区域審議会は、流山市通学区域審議会条例で教育委員会の附属機

関として位置づけされており、流山市立小中学校の通学区域に関する事項につ

いて審議を行い、教育委員会に答申することを担任事務として設置されており

ます。委員は１５名以内で、知識・経験を有する者、学校長の代表者、ＰＴＡ
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後田教育長 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

後田教育長 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

の代表者、市民等で組織し、委嘱期間は２年（今回は平成２９年８月１日から

令和元年７月３１日まで）と規定されております。現状の委員構成は、知識・

経験を有する者が３名、学校長の代表者２名、ＰＴＡの代表者２名、市民等８

名の計１５名としております。今回の委嘱は、学校長の代表者１名が平成３１

年３月３１日付けで退職になったことに伴い、その後任について流山市小学校

長会へ推薦を依頼し、議案書２ページ目のとおり承諾をいただきましたので、

委嘱したく提案させていただきました。 

 

本案について、質疑等ありましたらお願いします。 

 

（特になし との声あり） 

 

質問がないようですので、議案第１６号は原案のとおり可決することにご異

議ありませんか。 

 

（異議なし との声あり） 

 

ご異議なしと認めます。よって、議案第１６号は原案のとおり可決すること

に決しました。 

次に、報告第４号「臨時代理の報告（平成３１年４月１日付け流山市教育委

員会職員（管理職）人事異動内申）について」を議題とします。 

報告理由の説明を求めます。 

 

（平成３１年４月１日付けの流山市教育委員会職員（管理職）の人事異動内

申について、臨時代理した旨の説明） 

 

本案について、質疑等ありましたらお願いします。 

 

（特になし との声あり） 

 

質問がないようですので、報告第４号は原案のとおり了承することにご異議

ありませんか。 

 

（異議なし との声あり） 
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後田教育長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

指導課長 

 

 

公民館長 

 

図書・博物館

長 

 

スポーツ振興

課長 

後田教育長 

 

堀内委員 

 

スポーツ振興

課長 

 

杉浦教育長職

務代理者 

 

スポーツ振興

課長 

 

割田委員 

 

 

 

ご異議なしと認めます。よって、報告第４号は原案のとおり了承することに

決しました。 

次に、各課等報告に移ります。 

それでは学校教育課長お願いします。 

 

（流山市学校給食費に関する規則の制定について報告） 

 

（「学校支援地域本部」から「地域学校協働本部」への名称変更について、

全国学力・学習状況調査について報告） 

 

（ゆうゆう大学について報告） 

 

（考古学出前授業・発掘現場の現地説明会について、「能登のアマメハギ」

展、「吉野誠の世界」展について報告） 

 

（「大堀川ウォーク ｉｎ 流山」について報告） 

 

以上の各課等報告への質疑、意見等がありましたらお願いします。 

 

大堀川ウォークは、市内在住等の参加資格はあるのですか。 

 

ございません。幅広く、お子様からご高齢者の方まで楽しくウォーキングし

ていただきたいと思います。 

 

柏市の方まで行かれますが、こうした場合は柏市と調整したりするのです

か。 

 

特に柏市役所とのやりとりはありませんが、すべての店舗や施設の責任者の

方に、当課の職員がご挨拶に行っております。 

 

地域学校協働本部について、流山北小のＰＴＡの時に、コーディネーターを

選定するのがとても大変だった覚えがあるのですが、資料にある「運営委員会」

というのは、どのような方で組織されているのでしょうか。 
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指導課長 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後田教育長 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の校長、教頭、教務、学校の中で選出された役員、そしてコーディネー

ターが入り行うものをベースに「運営委員会」としています。 

 

若干付け足しをさせていただきます。「学校支援地域本部」が「地域学校協

働本部」に移行するということですが、これから１年ほどかけて、コミュニテ

ィスクールについて研究させていただきたいと思います。いわゆる全国的にい

われているコミュニティスクールというのはさまざまな条件がありますので、

それを研究させていただき、できれば計画的に配置をしていけたらと考えてお

ります。担当課に指示をし、研究させていきますので、もうしばらくお待ちい

ただきたいと思います。 

そのほか、何かございますか。 

 

（特になし との声あり） 

 

特にないようですので、各課等報告についての質疑を終了します。 

以上をもって本日の教育委員会議に付議された案件の審議は、終了いたしま

した。 

その他協議する事項がありましたらお願いします。 

 

２月の教育委員会議からの継続案件である、大規模校についてお話させてい

ただきます。 

新設小学校をはじめとする市内公立小学校の学校規模については、現在教育

委員会としては、通常学級おおむね最大４８学級、各学年８学級としておりま

す。しかし、中学校については教科担任制であり、公立小中義務教育学校定数

配置基準では、増置教員の配置について１５名が最大となっております。その

ため、教員が受け持つ授業時間を考慮し、適正な学習活動を行うためには、学

校規模については小学校とは別に設定する必要があります。そこで、平成３１

年１月、現在日本一の学校規模の川崎市立西中原中学校の視察を行いました。

西中原中学校は、通常学級が各学年１２学級の３６学級、特別支援学級が６学

級の合計４２学級となっております。これに夜間学級３学級も別に設置されて

おります。校内は大変整然としており、生徒も落ち着いております。学校の設

計時から、学年１３学級まで対応できる想定をしておりました。また長年、過

大規模校として地域の理解と協力を得てきております。多目的室が２つあり、
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後田教育長 

 

杉浦教育長職

務代理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

うち１つは学年全員が入ることもでき、有効活用しています。 

それらを踏まえ、流山市としての中学校の最大規模について、生徒の学習活

動を保証し、流山市としての教育の質を落とさず運営できる最大規模について

研究を行いました。各学年１６学級の最大４８学級、各学年１５学級の最大４

５学級、各学年１４学級の最大４２学級の３つについて、検討を加えてきまし

たが、各学年１６学級の最大４８学級と各学年１５学級の最大４５学級では、

時間割を組むことが非常に厳しく、通常の教育課程を行うことができないこと

が分かりました。研究の結論としては、最大規模について、おおむね通常学級

４２学級としたいと考えております。通常４２学級の学校運営としては、校長

１名、教頭２名、担任４２名、増置教員１５名、ここに想定される加配教員が

３名、市費の学習サポート等複数名の配置を想定しています。１人の教員の授

業時数は平均約２０時間、体育の授業は６クラス同時展開となります。校庭３

学級、体育館２学級、また格技場などを使い、最大６学級が同時展開できるよ

うに考えております。旅行行事は柔軟な取り組みの工夫が必要になってくるか

と思います。体育祭は校庭で一斉実施する予定ですが、これもまた工夫が必要

になってくるかと思います。入学式、卒業式についても、当該学年とその保護

者、在校生代表者参加で行う等、工夫が必要になるかと考えています。現時点

で我々として考えているところをお示しいたしました。以上です。 

 

本件についての質疑、意見等がありましたらお願いします。 

 

４月に市議選がありましたが、ビラやチラシなどを見ると、多くの立候補者

が大規模校について比較的否定的な見方をしており、大規模にするのであれば

学校を造ればいいという考えでした。しかし学校というのはそう簡単に造るこ

とはできない、ということもあります。それで、例えば体育のお話がありまし

たが、いつも天気が良いとは限らず、天気が悪く校庭が使えない場合に、それ

でも６学級体育の授業が展開できるのか、あるいは４２学級までは授業ができ

るということでしたが、なぜギリギリの線をそこまで可能だとするのか、とい

った疑問が、多く保護者や市民から出てくるのではないかと思いました。もち

ろん今までの説明を聞いて理解できる部分もたくさんあるのですが、さらにさ

まざまな立場の人を想定して考えていかれたらよいのでは、と感じました。 

 

体育だけではなく、他の教科についてもいろいろ考慮していかなければなら

ないと思いますが、今、我々としては、最大としてはこのように考えていると
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杉浦教育長職

務代理者 

 

 

 

学校教育課長 

 

後田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堀内委員 

 

 

 

 

いうことで、具体的な部分は、今後状況を判断しながら詰めていかなければな

らないと思っています。 

 

大規模校についての考え方は、現在、市のホームページに掲載されているか

と思いますが、おおたかの森小や小山小、南流山小、新設小学校の学区になる

ところでの説明や事前のＰＲ等は、ホームページでの広報以外に今後やはり必

要となってくるのではないでしょうか。 

 

そうしたところも丁寧に説明していかなくてはならないと思っています。 

 

先ほど杉浦教育長職務代理者がおっしゃったように、学校を造るということ

を、言うことは簡単でも実際には大変なことであり、特に流山市の場合は、必

要とされる地域に学校を建設できるような場所があるかということもありま

す。小学校だと約２万㎡、中学校だと約３万㎡程度が必要となりますが、つく

ばエクスプレス沿線は非常に開発が進んでおり、そうした土地をなかなか確保

できないという状況にあります。そういったことから、学校を運営していく中

で工夫できることもあるかと思います。一番の問題は、児童・生徒を受け入れ

られる教室がないということです。そして、どのようにより良い教育を受けさ

せるかということも重要です。そうすると今の段階では、新しく造ろうとして

いる学校の、おおよその受け入れられる規模を決めておく必要があろうかと思

います。大規模でも小規模でもさまざまな課題はあるので、どのように工夫し

ながら今後１０年ほどを乗り切っていくか、ということを考えています。まだ

学校はできてもおらず、運営もしていないので、想定での指摘は比較的簡単か

もしれませんが、そうしたことを先進地である大きな学校に学びながら、私た

ちは確認していかなければならないと考えています。それでも不足するという

ことであれば、学校の建設についても協議をしていかなければならないと思い

ます。今のご意見は賜っておきたいと思いますし、それぞれの既存校について

の説明については、十分検討させていただきたいと思います。 

 

この大規模校に関しては、限られた中学校区で数年間続くことになると思う

のですが、今年初めに校長先生とお話をする機会があり、コーディネーターさ

んが学校支援本部の中心となり非常に機能しているという話を伺いました。ま

た、各中学校区に研修を受けられたコーディネーターさんが配置されるという

ことをお聞きして、真のコミュニティというか、いざという時に学校という場
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所がいろいろな役割を果たしてくれると考えています。例えば大震災があった

時に命をつなぐ場所になる可能性もありますので、そうした視点も特にそのエ

リアの方に持っていただき、いざという時に応援していただける方とのつなが

りを作る、あるいは温かい目で見守っていただく、あるいは当面数年間こうし

た状況になりますということをご理解いただく、といった地域の共通認識を作

っていくということも必要ではないかと感じています。 

 

新聞の報道ですが、ある市で２つの小学校と１つの中学校を中学校に統廃合

し、中学校の校舎を使用し小学校２校は廃校にするということが進んでいる、

ということでした。その３校が集まった全校生徒は２１４名と、おおたかの森

小学校の１年生の数よりはるかに少ない人数です。バスでの送迎を考えている

ということでしたが、そうなると決まった時間に帰らなければならないという

ことで、子どもたちも放課後に活動する時間が制限されることになります。 

流山市は、現状としていろいろ課題はありますし、適正規模ということのみ

では、なかなか難しいこともありますが、児童生徒のために、より良い学校と

いうものを検証していく必要はあるだろうと思っています。少なければよいと

いうわけでもないという認識はあります。極端な話なので参考になるかわかり

ませんが、このような話が教育長会議の中でありました。 

それでは次回の教育委員会議について、事務局からお願いします。 

 

 次回の教育委員会議は、５月２９日（水曜日）、午前１０時から開催したい

と思いますが、いかがでしょうか。場所については、後日お知らせいたします。 

 

（次回の日程協議） 

 

それでは、次回の教育委員会議は、５月２９日（水曜日）、午前１０時から

開催することとします。 

以上で、平成３１年流山市教育委員会議第４回定例会を終了します。 

  

（閉会 午前 10 時 50 分） 


